
 
旧三国街道から発信している情報紙 
 
 
 
 
 
 

（晩秋叙情版） 

 
晩秋の三国路 

旧三国街道の周辺の山々は色づいた葉を落とし始めて、

叙情を醸し出している。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
トドノネオオワタムシ（雪虫、ユキンコ） 

 
 
 
 
 
協働協定している団体 
○ 赤谷プロジェクト地域協議会 
○ 公益法人 日本自然保護協会 
協力をしてくれている団体 
○ みなかみ町役場 
○ その他 
※あなたが三国街道を歩いて見つけた情報をお知らせ

ください。なお、抽選で豪華記念品を進呈するわけな

いじゃろ。 

新三国通信 

お問合せ先 

赤谷森林ふれあい推進センター 情報局 

センカメ仙人に聞いてね！ 

℡０２７８（６０）１２７２ 

Fax もあります。 

トンホ！のようなつぶやきシリーズ 

【センカメ仙人のプロフィール－壱－】 

✬ワシが生まれたのはいつか分からないが、ワシ

の母親がこの街道を歩いていると、山賊に出くわ

して供の者といっしょに殺されたそうじゃ。その

時、母親のお腹の中にワシがおったそうじゃが、

山賊が獲物を持っていなくなったときに、お腹の

中で泣いていたワシを１里離れた寺の住職が、た

またま通りかかって助けてくれたそうじゃ。 

その後、寺で育てられたが、ワシと同じ境遇の女

の子がおったんじゃ。この街道に大般若塚という

のがあるが、その退治された妖怪がその子なんじ

ゃよ。かわいそうな子でな。たまたま親の仇がこ

こを通ったので妖怪に化けて敵討ちしたんじゃ

が、運悪く仇と一緒にいた商人が善良な、しかも

近くの集落の村民に慕われていたんじゃ。 

ワシはその時、小出俣にある燕の滝で修行してい

たんで知らなかったが、修行から寺に帰ってきて

和尚さんに聞いて驚いたんじゃ。 

さて、坂之上田村麻呂という人がこの寺に寄った

とき、和尚さんから一緒に行って武者修行してこ

いと言われて一緒に旅をすることになったのじゃ

が、後で坂之上田村麻呂に聞いた話では、ワシは

飯を食い過ぎて生活が苦しいので寺を追い出した

ようじゃった。何しろ一食一升日に４度の飯を食

っていたからな。 

それにしても田村麻呂というおっさんは、偉い人

じゃったんじゃ。ワシは気にしないで気軽に話し

かけていたがな。 

今回はこのくらいとしとこう、次回はおっさんと 

赤谷プロジェクト情報 
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 何かありそうじゃ 

東北を廻って暴れ回った話しをしてやろう。 

※この話はフィクションです。実在の人物や団体
などとは関係ありません。 

 



秋は山から、春は
里からやってく
ると言われてい
ます。 
今は山頂から色
づきますよ。 

可愛いクマに注意 

平標山 

三国峠 
御坂三社神社 

三坂線入り口 

9 月 5 日に起工式が行われ、いよいよ
トンネル工事が始まり、ここに駐車は
できなくなっています。 


